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題は、A～Eまでの 5セクション各 25問で合計 100点満点のテストであり、漢字問題
は指示された漢字の正しい「読み」を選ぶパートと文中の読みに該当する漢字を選ぶ

















 「会話」のクラスは SPJ (Spoken Japanese)と呼ばれ、日本語学習歴のないクラスで
ある SPJ1（レベル１）から、最上級の SPJ7（レベル７）の 7 つのレベルがある。SPJ
のクラスは関西外大に留学している学生には必須のクラスであり、必ずどこかのクラ




 SPJ1 から SPJ3 までのレベルで初級教科書『げんき』が使用され、それ以降のレベ
ルでは独自教材が使用されている。SPJ4 と SPJ5 が中級、SPJ6 と SPJ7 が上級という
位置づけになる。 








 SPJ と同じく、RWJ1 から RWJ3までが初級教科書『げんき』を使用し、それ以降の
レベルでは他の教科書、もしくは独自教材が使用されている。RWJ4と RWJ5が中級、
RWJ6 と RWJ7 が上級という位置づけである。 































 一方、関西外大の学内ではアメリカの大学等では幅広く使われている LMS（Learning 
Management System）と呼ばれる Blackboard の使用が 2009 年度より開始されており、
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4. Blackboardを利用したオンラインテスト 
 ここでは、今回のオンライン化プロジェクトで使用することになった Blackboard と
いうシステムの詳細について述べることにする。 
 

























4.2.2 『適応リリース』(Adaptive release) 
 適応リリース(adaptive release)とは、Blackboardの英語版の web instructor manual に
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よると、 
“Adaptive Release of Content provides controls to release content to users based on a set of 
rules provided by the Instructor. The rules may be related to availability, date and time, 
individual users and user groups (such as course Groups), scores or attempts on any 
Gradebook item, or review status of another item in the course. 
This feature may be used by all Instructors and course developers. Some Instructors and 
course developers may choose to take advantage of advanced rule functionality to create 
sophisticated combinations of release rules on items. Others may utilize the basic rule 
functionality to release content to specific users or groups and/or to allow users to view 
content based on their performance on an assignment. 
The following options are available: 
 Adaptive Release – Create basic rules for an item. Only one rule per item may be 
created. 
 Adaptive Release: Advanced – Create advanced rules for an item. Multiple rules may 
be created. 
 User Progress – View the details on an item for all users in a course. This page 
includes information on whether the item is visible to the user and whether the user 
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5. Blackboard上でのオンラインテストの制御 














 今回、テストコントロールのために、 1．大学での日本語学習歴 と 2．正式な日本
語学習歴はないが、特別な事情により日本語会話能力を有している、という 2つの学












 2の特殊事情の存在に関する質問は、図 2のようなもので、答えは、 “Yes” か “No” 
で答えさせるというものである。 
図１. 「大学での日本語学習歴」に関する質問 

















テストを受けて送信したかどうかという attempt（試行）の有無の 2つだけである。 
 そこで、前述した日本語の学習歴に関する 2つの設問を含む『日本語学習歴に関す
る質問表』も Blackboard 上の 1 つのテストとすることにした。そして、2 つの日本語
学習歴の質問に対しては、選んだ項目にしたがって異なる部分点を与えることにした。
具体的には、1 の項目に対しては、4 点を配点し、それぞれの回答に対して表 1 で示
す割合で部分点を付与することとした。 
 
日本語学習歴 部分点の割合(%) 配点 
0 25% 1 点 
up to 0.5 years 50% 2 点 
up to 1 year 75% 3 点 
up to 2 years 100 % 4 点 
up to 3 years 100 % 4 点 
up to 4 years 100 % 4 点 




- 9 - 
 
 2 の特殊事情による日本語会話能力の所有の有無の項目に対しては、 “yes”であれ
ば、10点、 “no”であれば 0 点を与えることにした。 
 以上の配点を施したテストを作成し、この質問表の成績が 4 点以上（日本語学習歴
が 3年以上か、特殊事情により日本語が話せる）の学生にはセクション Cからスター
























れる。例えば、日本語の学習歴が 1 年未満にもかかわらずセクション Bの成績が満点
に近い成績を取っている場合には、個別に学生を呼び出して前の例とは逆にもう 1 つ
上のセクション C（さらに、セクション Dや E まで）を受けさせなければならないと
日本語学習歴 受験するセクション 
 半年未満    A only 
 半年以上、1年未満    A and B 
 1年以上、2年未満    A, B and C 
 2年以上、3年未満    A, B, C and D 
 3年以上    C, D (and E) 
表２. 「大学での日本語学習歴」の質問に対する配点 
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Blackboard Instructor Manual  
<http://library.blackboard.com/ref/36ba3329-e441-488a-93ce-7a55543cc999/Content/as_r7
_3_Instructor_Manual/adaptive_release.htm> (2012.12.20)  
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